





























































































































































































































































































































































































Dr. Albert Calmette は，かの結核の BCG の開発者でフランスを代表する
医師「カルメット」博士であり，公衆衛生史の専門家なら間違えてはなら
ないだろう。p103の「公衆衛生国際事務所」のフランス語表記はおかし
い。なぜ定冠詞 the がついているのか。後ろの部分も，«Hygiène Pub-
lique» であろう。
全体にもう少し註を充実してほしかった。一般の読者には病気の説明も
注記して欲しい。例えば「チフス熱」は昔の表記であり，ふつうは「腸チ
フス」であるし，更に云えば，「発疹チフス」との異同も注記した方がよ
いだろう。
以上かなり辛口の評価をしたが，本書は新進気鋭の歴史家による労作で
ある。上海の衛生行政を現地の一次資料を駆使して見事に跡付けた。ただ
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恐らくは資料上の制約もあって，私の求めるような衛生ファンダメンタル
ズの部分が手薄であり，したがってコレラ撲滅におけるワクチン接種とい
う偏頗な方策を，十分に批判しきれなかった。一次資料だけで歴史を描こ
うとするのは，時として「木を見て森を見ず」になる虞がなしとしない。
とはいえ，本書で描かれた上海公衆衛生行政史は，私の専攻するフランス
公衆衛生史を考える上で極めて参考になったことを記して筆を擱きたい。
［２０１１．９．１１脱稿］
（御茶の水書房，２０１０年１２月刊，３２２頁，￥７，１４０）
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